
  

 

  

  

～ 夏本番！一学期の学びを確かなものに ～ 
梅雨が明け、本格的な夏の暑さがやってまいりました。子どもたちは、もうすぐ始まる

夏休みにワクワクしていることでしょう。一方で、今は一学期の学習のまとめを行う大切
な時期でもあります。暑さに負けず、これまでの学びを確かなものにして締めくくるため、
ご家庭でも規則正しい生活と、最後の一踏ん張りへの温かいお声がけをお願いいたします。
体調管理に気を配りつつ、充実した夏休みへとつなげていきましょう。 
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【基礎基本の定着と自立した学びを目指して】 
本校が目指すのは、「子どもたちが自分の課題に気付き、自ら進んで学びを調整する力」

の育成です。その土台となる「読み・書き・計算」は、将来の高度な学習へ向かうための大
切なジャンプ台となります。この定着を図るため、時間割にとらわれず、朝学習や授業の冒
頭、スキマ時間を担任の柔軟な見極めによって活用しています。子どもたちの集中力や体調
に合わせることで、一人一人が無理なく丁寧に力を積み重ねることができます。 
具体的な取り組みは下記の通りです。子どもたちの「昨日よりできた！」という小さな挑

戦を、応援していきたいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【短冊に願いを書いて・プチハッピーを見つけよう】 
七夕に合わせ、靴箱の前には大きな笹飾りが登場しました。短冊を覗いてみ 

ると、「サッカー選手になりたい」という大きな夢から、「家族みんなが健康で 
いられますように」というささやかな願い、さらには世界平和を願うものまで、 
子どもたちの等身大の言葉があふれています。一生懸命に書かれた願いごとを 
見ているだけで、心がじんわりと温かくなり、思わず全員を応援したくなるよ 
うな優しい空間が広がっています。このように「自分の願い（思い）を言葉に 
し、誰かに受け止めてもらうこと」は、子どもたちの心の安定に深くつながっ 
ています。この七夕の取り組みと時期を同じくして、リーフレットを活用した 
「相談行動促進授業」を５・６年生で実施しています。授業では「給食のそう 
めん汁に星型の人参が入っていた！」という素敵なプチハッピーの報告もあり、 
教室に笑顔が広がりました。小さな幸せを見つけ、「ねえ聞いて」と言 
い合える友達や信頼できる大人の存在は、安心感や自己肯定感を高めま 
す。よければご家庭でも「今日のプチハッピーは何？」とぜひ聞いてみ 
てください。このような対話の積み重ねが、将来困ったときに自ら周囲 
へ SOS を出せる力へとつながっていきます。 

学年 内容 取組のポイント

1 算数：たし算・ひき算 時間を計りながら繰り返し記録に挑戦し、正確に答える楽しさ

を味わいます。

2 算数：10の合成、＋－筆算

国語：拗音・促音、カタカナ

頑張ったシートを学習カードに貯めていきます。成果を可視化

し、正確な計算や正しい作文の力へ繋げます。

3 算数：かけ算

国語：1,2年の漢字

外国語：アルファベット

自分でプリントを選び、○付けも自分で行います。自分の学習

を自分でコントロールする意欲を育みます。

4 算数：四則計算の筆算 自分のつまづきに気付き、粘り強く取り組む姿勢を大切にしま

す。

5 算数：四則計算（習熟度別） 自分の課題に合わせて学習する教室を選んで移動し、自己採点

します。自分で決めて主体的に学ぶ力を引き出します。

6 算数：かけ算九九、

　　　100マス計算

数種類のシートで挑戦したいものを選び過去の自分と比べま

す。計算力を分数など複雑な計算へ応用する力を養います。

基礎基本の取組（１学期）


